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		クレジットカード現金化の換金率と手数料の関係性｜実際に振り込まれる金額は違う

	

	

		クレジットカードの現金化をしていて、ちょっと気になったことってありませんか。例えばちょっとした言葉が、あちらの業者とこちらの業者では違うなどです。

また手数料とかについても、あまり明確にわからないということ、気になりませんか。そうした利用者の疑問について、解説していきましょう。

クレジットカード現金化における換金率って一体何？

クレジットカードの現金化で何よりも利用者が気にするのは、換金率ですね。これが高ければ高いほど、入手金額も増えます。

例えば3万円の利用で90％の換金率なら、2万7000円が手に入ります。しかし80％だと、2万4000円になってしまいます。

どう考えても、90％の業者を使いたくなるのは当然のことです。なので各業者も換金率については気を使っているのです。

ただサイトトップに出ている大きな数字の換金率は、その業者での最大のものなので、全てに適用されるわけではありません。

換金率と還元率ってどう違う？

こっちの業者は換金率という言葉を使っていて、でもっちでは還元率となっている、一体これは何と悩む人もいるでしょう。

換金率というのは漢字を見るとわかりますが、お金を換えるということです。つまり、利用者の品物を業者が買い取って支払う時の数字になるんです。

買取方式の場合に使われるのですね。

これに対して還元率は、キャッシュバック方式の業者が使う単語です。品物購入のキャッシュバックとして現金を受け取る、つまり還元される数字なんです。

実際には換金率のほうが通りが良くなって、キャッシュバック方式の業者もそちらを使っていることが多いですね。

振込金額はどう計算される？

さて実際に振り込まれる金額というもの、これは換金率や還元率通りなのでしょうか。

つまりサイトなどにある換金率表が90％になっていた場合、数字通りに振り込まれるのでしょうか。

残念ながら実はそうは行かないのです。殆どの業者利用の場合、換金率がある上に手数料というものが引かれます。

何も知らないと、換金率の数字の差が手数料に見えてしまいますが、それ以外にも手数料は発生します。

一部、換金率に手数料込みとなっている業者以外は、手数料を引いた金額で最終的に計算される、と記憶してください。

クレジットカード現金化には手数料が

ではクレジットカードの現金化でかかってくる手数料とはどういったものでしょう。最終的に引かれてしまうお金なので、把握しておきたいですね。

銀行への振込手数料

利用者の銀行に振り込みするための手数料です。一部業者は負担してくれますが、殆どの業者ではこれも引かれてしまいます。

利益手数料は業者への手数料

現金化業者に対する手数料です。換金率の数字、80％なら残りの20％がこの利益手数料になっていることが多いのですが、一部業者では別途で発生します。

悪質業者だと大きく引いてきますので、注意が必要です。利益手数料は業者の胸先三寸、とも言えるものなんです。

クレジットカードにかかる決済手数料

クレジットカードを利用する側には特に縁のない決済手数料ですが、品物を提供している会社にはこれが発生します。

現金化の場合も現金化業社から利用者は品物を購入するので、業者はカード会社にこの手数料を支払う必要があるのです。

これも場合によっては多めに請求されることがあるので注意してください。

キャッシュバック型の場合には商品郵送料も

買取タイプの業者の場合、特に商品の送料はかかりません。しかしキャッシュバックタイプの業者の場合は、後日購入した品が届くことになります。

この配達料も、手数料に加算されることがあります。大きすぎる配送料でないかも、チェックしておきましょう。

大体の最終的な換金率の相場は？

手数料なども多くとられることにならないかは、最終的にどの程度の金額が振り込まれるのか、最終的な換金率の数字はどうなのか、知っておくと安心ですね。

クレジットカードの現金化の場合、最終的な換金率は80％前後とされています。

ただ利用金額によってこの数字も少々上下しますので、75％あたりから85％あたりと見ておくといいでしょう。

この数字が70％未満になった場合、元の換金率が低い、かなり手数料を引かれている、などの理由が考えられます。

電話などで最終的に入金される金額を確認、計算しておくことをおすすめしたいです。

換金率が高い現金化業者を3つ紹介

各サービスごとに換金率の調査や現金化比較することは重要です。

ここからは換金率の高い業者を紹介していきます。

アーク

　最大で98％とという換金率を誇っています。特に男性の利用がお得で換金率がアップします。

　またサイトには、現在かかる振り込み時間などが表示されていますので、急ぎの現金化の人にも安心して利用ができます。

スペシャルクレジット

　条件はあるものの、最大換金率100％という業者です。また最低利用額の1万円でも換金率が非常に高いので、換金率メインで利用する人にはおすすめです。

　

ライフ

　最大換金率は97.8％という、これも非常に高い換金率での対応をしてくれる業者です。法人名義での利用もできるので、高額利用にも対応してくれています。

まとめとして

クレジットカードの現金化には、初心者にはちょっとわからない、影に隠れた部分もあります。

手数料などはその最大のものですね。しかしそうしたちょっとした疑問さえこさえておけば、有利に安全に現金を手に入れることができます。

情報をしっかりと把握して、安全安心なクレジットカード現金化をしてください。
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